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世の中にドキュメンタリー映画は多いが、近時はスマホがあり、電波状況が

良ければ、それだけで一本の映画が完成！その出来が良ければ、映画祭への出

品も可能！ 

そのことは、祖国のイランからフランスに亡命している女性監督セピデ・フ

ァルシと、ガザ市東部アル・トゥッファーハ地区に住むパレスチナ人の 24 歳

の女性ファトマ・ハッスーナとの間で交わされるビデオ通話をカメラに収め、

編集した本作を見れば明らかだ。防空壕の中に入れば電波事情が悪いのは仕方

ないが、その生々しさも本作の良さに！ 

本作の大部分は2人の会話だが、そこで顕著なのはファトマ・ハッスーナの

笑顔。食べ物もなく、毎回死と直面する状況下での会話でありながら、なぜあ

んな笑顔で前向きの言葉（英語）が次々に出てくるの？そんなことを思いなが

ら観ていると、本作のカンヌ国際映画祭への出品決定を聞いた翌日にファト

マ・ハッスーナを襲った不幸にビックリ！これぞドキュメント！これぞカン

ヌ！ 

タイトルの意味をかみしめながらファトマ・ハッスーナの 25 年の人生の価

値をしっかり考えたい。 

─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── 

■□■これぞドキュメンタリー！スマホのやりとりを中心に！■□■ 

今やオールドメディアに対して、SNSをはじめとするソーシャルメディアの時代。スマ

ホが1台あり、電源情報さえOKなら、どこでも、誰とでも、どんな情報でもやりとりが

できる時代だ。するとドキュメンタリー映画でも、多くのスタッフや大量の機材を備えて

の撮影の遂行が不要なら、現地に行くことすらも不要。現地からのスマホでの生々しい状
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（Put Your Soul on Your Hand and Walk） 

2025年／フランス、パレスチナ、イラン映画 
配給：ユナイテッドピープル／113分 

2025（令和7）年12月13日鑑賞 テアトル梅田 

 

★★★★★ 
監督：セピデ・ファルシ 

登場人物：セピデ・ファルシ／ファ

トマ・ハッスーナ 

２０２５－１１９ 



2 

 

況報告（ビデオ通話）があれば、それをそのまま映像にすれば、あとは編集作業だけで立

派な1本のドキュメンタリー映画が完成することになる。 

16歳で反体制活動のために投獄され、18歳で故郷イランを離れた女性セピデ・ファルシ

は、以降パリを拠点に映画制作に励んできたが、今回はガザ出身のパレスチナ人女性フォ

トジャーナリストであるファトマ・ハッスーナ（24歳）とのスマホでのビデオ通話を中心

に本作を完成させたからすごい。これぞ、まさにドキュメンタリー映画！ 

■□■2025年カンヌ国際映画祭で上映！■□■ 

本作は 2025年カンヌ国際映画祭ACID部門に正式出品され、映画評論家評価第 1位と

なったそうだからすごい。本作の多くは、電波事情が悪い中での 2024 年の 4 月から始ま

ったスマホによるセピデ・ファルシ監督とファトマ・ハッスーナとのビデオ通話で構成さ

れている。そして、かなりの時間が経過した（通話開始から約 1年後の）2025年 4／15、

セピデ・ファルシ監督から、本作のカンヌ国際映画祭での上映決定の知らせを聞いたファ

トマ・ハッスーナが大喜びする姿が登場する。ところが、なんとその翌日の 4／16未明、

ガザ市東部アル・トゥッファーハ地区にあるセピデ・ファルシの自宅がイスラエル軍の空

爆を受け、25歳になったばかりのファトマ・ハッスーナの命は奪われたそうだ。しかして、

本作のパンフレットには「ファトマは今夜、私たちと共にいるべきでした。映画芸術は残

り続けます。」とのカンヌ国際映画祭2025審査員長ジュリエット・ビノシュの開会式スピ

ーチが掲載されているので、さすがのスピーチ力に注目！さらにチラシには、「“彼女の生

きる力は奇跡のようだった”－カンヌ映画祭ACID部門」、「『今こそ この戦争を撮って世

界に見てもらう必要がある。苦しみを全て記録するの。他に誰がやる？』－ファトマ・ハ

ッスーナ」、「『映画には、彼女たちのメッセージを伝える義務が、社会を映し出す役割があ

る。手遅れになる前に行動を。』」の文字が躍っているが、これはカンヌ映画祭2025前夜、

リチャード・ギア、マーク・ラファロ、ガイ・ピアース、レイフ・ファインズなど 350人

以上の業界関係者が公開したファトマ殺害と業界の沈黙を非難し署名した手紙の内容だか

ら、それにも注目！ 

■□■彼女の英語力は?生きるエネルギーは?アピール力は?■□■ 

13歳で革命を経験し、16歳で反体制活動のために投獄され、18歳で故郷イランを離れ、

以来パリを拠点にドキュメンタリー映画作りを続けているセピデ・ファルシ監督が、「今ガ

ザで起きていることを記録しなければ！」と考えたのは当然だが、その中でセピデ・ファ

ルシ監督が初めて知り合った、ガザのアル・トゥッファーハ地区に住むパレスチナ人の24

歳の女性ファトマ・ハッスーナが、セピデ・ファルシのような明確な政治的立場を持たな

い普通の女性だったのは当然。したがって、彼女はアラーの神を信じていたし、当然のよ

うにヒジャブも身につけていた。そんな彼女の願いは、故郷のガザに住み続けながら英語

を学び、広く世界のことを知りたいということだけだった。ドキュメンタリー映画撮影の

ためにガザに入ろうとしながら、その道がすべて封鎖されてしまった？セピデ・ファルシ
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監督が、自分の代わりに目となり、耳となってガザの状況をスマホのビデオ通話で伝えて

くれる女性ファトマ・ハッスーナと知り合ったのはそれ自体が奇跡だが、初めて出会った

ファトマ・ハッスーナが、こんなに生き生きと英語を駆使した自分の言葉で自分が感じる

ことをありのままに表現してくれる女性だったのは、それ以上の奇跡だ。日本人は中学生

の時から英語を学び、大学に入ってもなお学ぶが、それでも英会話ができる大学生は少な

い。しかし、パレスチナ人の女性ファトマ・ハッスーナは自分の目で世界を見てみたいと

の思いから英語を勉強し、本作で見る通りの英語力を備えているからすごい。 

ちなみに、本作には日本語と英語の２つの字幕が表示されるが、ファトマ・ハッスーナ

が語る英語は私でもかなりの程度まで理解できる英語だから、英語の字幕を追っていると

おおむね理解できるのが新鮮だった。それを含めて、本作ではビデオ通信の中で彼女が語

る言葉の新鮮さと生き生きとした姿勢に注目！防空壕の中に逃げ込み、すぐ近くに投下さ

れる爆弾の音が響く中で、なぜ彼女はこんなに明るく話すことができるの？それを彼女は

“慣れだ”と言っていたが、人間はそんなことにも慣れることができる動物なの？ 

■□■2025年4／16未明、突然死亡！■□■ 

私が大学へ入学したのは 1967 年 4 月。その当時は大学改革やベトナム反戦闘争等を中

心とした学生運動が盛り上がる中、一方では革命ソングが流れ、他方ではフォークソング

や四畳半ソングが歌われていた。そんな時代の中の少し異質な一曲に「フランシーヌの場

合」（69年）があった。（これは、1969年3月30日の日曜日、パリの路上でフランシーヌ・

ルコント（当時 30歳女性）がビアフラの飢餓に抗議して焼身自殺した事件を、翌 3月 31

日に報じた朝日新聞の記事を読んだ日本人のCMソングの作曲者でもあった郷伍郎がこの

記事に触発されて作曲したものだ。当時は寺山修司の『天井桟敷』から生まれたカルメン・

マキの『時には母のない子のように』がヒットするなど和製フォークソングの全盛期だっ

たため、『フランシーヌの場合』も大ヒットし、日本のプロテストフォークの代表作となっ

た。） 

本作はセピデ・ファルシとファトマ・ハッスーナのビデオ通信を中心に構成している。

本作は意外にもラスト近くになって、ギターを持ったファトマ・ハッスーナが「瞳をまと

った男」という詩を歌うシーンが登場するのでびっくり！これはファトマ・ハッスーナが

残した詩で、長編詩「瞳をまとった男」の一節だそうだ。パンフレットにはその詩全編が

収録されているので、その切なる訴えはその全文からしっかり味わいたい。 

戦後80年を経た日本は平和と豊かな経済力を享受しているから、同じ25歳の日本の女

性たちに戦争や死の概念は全く理解できないはず。しかし、この詩を読めばどうだろう。

2025年4／16にガザ市アル・トゥッファーハ地区に住むファトマ・ハッスーナがイスラエ

ル軍の爆弾によって死亡したのは厳然たる事実だ。いくら平和で豊かな経済を享受してい

る現在の日本の若者たちとはいえ、本作を見て少しくらいはそのことを考えてみる必要が

あるのでは！？                   2025（令和7）年12月15日記 


